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ご家族のみなさんでご覧ください！

CND機関紙 ホロン

vol.145
2015年1月14日発行

出たくなる会議にするために、まずは事
前の準備記録である〇〇〇〇〇を
用意しましょう。

ＣＮＤでは、組合員のみなさんが〇〇・〇
〇して働き、暮らせる環境の実現に向け、
政策・制度の取り組みを進めていきます。

問題解決でいちばんやって
はいけないことは、「時間がか
かるから〇〇〇〇」ことです。

〇〇〇〇〇（こころの栄
養）を満たし、気持ちに余
裕を持ちましょう。

【必要事項】

2015年2月15日締切 HOLON 146号発表

❶ http://www.cnd.or.jpにアクセス
❷ トップページの「組合員専用ページ」をクリック
❸ ID／パスワードを入力
 cnd holon145
❹ 入力フォームに必要事項を入力し送信

ホームページからご応募ください。 検索CND トヨタ

【応募方法】 記事の感想やご意見を添えてご応募ください。

ＣＮＤでは加盟組合のみなさんの個人情報を厳重に取り扱い、適正な個人情報の管理を実施し、ご提供いただいた個人情報は以下の目的で利用します。また、その取り扱いに関する
契約を交わした業務委託先にその取り扱いを委託する場合があります。（詳細についてはＣＮＤのホームページ〈http://www.cnd.or.jp〉のプライバシーポリシーをご確認ください）
１．利用目的：HOLONへ読者の声として掲載・クイズ当選者への発送・お問合せ事項等に関するご連絡
２．利用後の処分について：上記の利用目的に使用した後は速やかに適切な方法で処分します。

個人情報の
取り扱いに

ついて

Click! ID パスワード

・クイズの答え
・氏名
・郵便番号
・住所
・電話番号

・組合名
・会社名
・拠点名
・よかった記事の
 ご感想やご意見

①職場　②9　③やるべき　④4S

おめでとうございます！

ホロンクイズ当選者のみなさん

今回は総数125件の応募をいただきました。

たくさんのご応募ありがとうございました!

札幌Ｐ／南陽介 札幌Ｆ／石田比佳里 福島Ｎ／工藤奈緒
千葉Ｔ／近藤健介 東京Ｎ／井野根雄一 トヨタフリートリース／菊嶋洋邦
東京Ｒ／小保方健 横浜Ｐ／角田朋和 石川Ｎ／北西ゆかり
福井Ｔ／河合弘介 愛知Ｔ／櫻井真由美 愛知Ｈ／山戸孝浩
京都Ｐ／小寺直紀 大阪Ｐ／藤田由紀 南海ＴＧ／山本拓也
中央大阪Ｎ／中内恵理奈 島根ＴＧ／舟木賢治 福岡Ｋ／長美和
鹿児島Ｔ／大江哲生 鹿児島Ｎ／筒井雅人

14秋の取り組み
・秋の取り組み内容がよくわかりました。私の会

社も将来的に年間所定休日が増えたらいいな
と思いました。（千葉県）

政策・制度ＲＥＰＯＲＴ
・自動車関係諸税には9種類もの税金が課せら
れていると知り、税金についてしっかり学習して
いかなければいけないと痛感しました。（新潟県）

・自動車関係諸税の多さを改めて考えさせられ
ました。生活ではもちろん、仕事でも欠かせな
い自動車の負担を、今後国会でも軽減してい

ただきたいと思います。（東京都）

トヨタ流 問題解決のすすめ！！
・つい「問題ありき」で、考えてしまうことが多い
が、視点をきめて問題を発見するように取り組
めば、ブレることなく問題を捉えることができそ
うだな、と感じました。（岩手県）

・当社は“ぐるみ”という全員ミーティングを定期
的に行い、店舗のあらゆる問題に関してみん
なで話し合う機会を設けています。問題を認識
してみんなで解決に向かって話し合う機会が
あるということはとてもいい事だと思います。

（福岡県）

「4Ｓ」を実行して働きやすい職場を目指そう！
・記事のチェックシートですぐに改善点の把握が
できました。職場の同僚と確認し合って改善でき、

有意義に活用させていただきました。（北海道）
・他の社員に伝える際に「チェックリスト」が参

考になるなと感じました。基本の心構えなどを
定期的に職場で共有でき、話し合いのきっか
けにもなると思います。（福島県）

ＷＬＢ CHALLENGE!
・夢中で40代を過ごし子育ても一段落、考えて
みると自分の老後や親の介護など、不安材料
が沢山…。まだ仕事を続けなければならないし、
改めて考える時間が必要ですね。（宮城県）

・育児と仕事を両立しやすい職場環境ですが、
短時間勤務は申し訳なく感じてしまい、精神的
にマイナスな面もあります。職場全体で「お互
い様」のような働き方になると、どんどん働きや
すくなると思います。（東京都）

※ホームページで解答される方は ①答え、②答えと入力してください。

今号のＨＯＬＯＮはいかがでしたか？ さて、下記のクイズに挑戦して
みましょう。記事のなかにヒントが隠されているかも…。

 （2,000円分）

正解者の中から抽選で20名に図書カードを進呈！

1 2

3 4

※ご自宅に送付します。

答 え

02  CND Action!

 鎌仲委員長　新年の挨拶
03 HOLONプラス
 できていますか？ 家族とのコミュニケーション
04  HOLON特集
 出たくなる会議の作り方

06  政策・制度REPORT

07 トヨタ流 問題解決のすすめ！！
08 組織内議員のご挨拶
 着ぼいす
 ＨＯＬＯＮクイズ

毎回みなさんから
いただいた声を
紹介します！

クイズ Vol.145 クイズ Vol.144

参議院議員 なおしま正行

参議院議員 いそざき哲史

　あけましておめでとうございます。師走の総選挙に、全国の地
協で、CNDのみなさまから暖かいエールを頂きました。ありがとう
ございました。民主主義の基本は投票ですが４８％（全国平均）
の方々が棄権されました。政治が未来を示せば注目して頂けると
信じ、政治の責任を果して参ります。若い人が格好いい車にのり
たい、家族が増えればワンボックスが欲しい、孫が生まれればエ
ントリーカーを買ってあげたい、カーライフサイクルは人生の節目
に連動します。私は、時間軸と対象を明確にします。短期の政策
より、超少子高齢化に対応する２０年先の社会を描き、主役はご
家庭や組合員のみなさまです。二つの軸を明確に、政治に責任
を、未来に安心を。本年もどうぞよろしくお願いします。

謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

衆
議
院
議
員

ふ
る
も
と
伸
一
郎



衆
議
院
議
員
選
挙
結
果
を
受
け
て

　
昨
年
12
月
14
日
に
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

自
公
連
立
政
権
に
再
び
こ
の
先
4
年
間
の
政
権
運
営

を
委
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。私
た
ち
が
支
援
を
し

て
い
る
民
主
党
は
、62
人
か
ら
73
人
へ
と
議
員
数
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、残
念
な
が
ら
大
き
く
前

進
を
図
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
今
回
の
総

選
挙
は
、重
要
課
題
が
山
積
す
る
中
、国
会
で
の
審
議

を
先
送
り
に
し
て
ま
で
、安
倍
政
権
が
延
命
を
目
的
に

行
っ
た
と
し
か
み
え
ず
、世
間
で
は「
大
義
な
き
総
選

挙
」と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、

国
民
は
今
回
の
選
挙
で
い
っ
た
い
何
を
問
わ
れ
て
い
る

の
か
が
わ
か
ら
ず
、私
は
政
権
与
党
の
あ
ま
り
に
も
身

勝
手
な
解
散
総
選
挙
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。私
た
ち

は
こ
の
先
、中
断
さ
れ
て
い
た
平
成
27
年
度
税
制
改
正

大
綱
の
議
論
に
向
け
て
、引
き
続
き
自
動
車
関
係
諸

税
の
抜
本
改
革
の
取
り
組
み
を
民
主
党
と
連
携
を
取

り
、進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
の
日
本
経
済
を
簡
単
に
振
り
返
り
ま
す

と
、株
価
の
上
昇
や
円
安
の
進
行
に
よ
り
、大
手
企
業

を
中
心
に
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
の
兆
し
が
み
え
た
1
年

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、中
小
企

業
に
と
っ
て
は
景
気
回
復
の
実
感
が
持
て
ず
、4
月
か

ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
原
材
料
の
高
騰
な
ど
、

厳
し
い
1
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。生
活
者
の

目
線
で
み
る
な
ら
ば
、物
価
上
昇
局
面
に
入
っ
た
こ
と

に
よ
り
、2
0
1
3
年
度
は
0
・
8
％
の
物
価
上
昇
と

な
り
、2
0
1
4
年
度
に
お
い
て
も
中
央
値
で
3
・

2
％
の
予
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。14
春
闘
の
結
果
、

国
民
の
賃
金
は
前
年
プ
ラ
ス
0
・
5
%
と
多
少
は
上
昇

し
た
も
の
の
、物
価
上
昇
に
よ
り
実
質
賃
金
は
対
前
年

マ
イ
ナ
ス
2
・
8
%
と
な
り
、16
カ
月
連
続
で
の
減
少

を
記
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

影
響
に
よ
り
、一
見
日
本
経
済
は
好
転
し
た
か
の
よ
う

に
み
え
ま
す
が
、私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
自
動
車
産
業
を
み
て
み
ま
す
と
、ト
ヨ
タ
自
動
車
の

4
〜
9
月
中
間
決
算
は
、営
業
利
益
が
1
兆
3,
5
1
9

億
円
と
な
り
、通
期
で
は
2
兆
5,
0
0
0
億
円
の
予
測

と
な
っ
て
い
ま
す
。く
わ
え
て
、純
利
益
は
初
の
2
兆
円

に
届
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
ト
ヨ
タ
販

社
に
お
い
て
は
、4
月
以
降
、想
定
以
上
に
消
費
税
引
き

上
げ
に
よ
る
反
動
減
が
続
き
ま
し
た
が
、昨
年
10
月
あ

た
り
か
ら
は
車
検
対
象
台
数
の
増
加
に
伴
い
、よ
う
や

く
回
復
基
調
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。昨
年
末
よ
り
新
型

車
を
中
心
に
受
注
が
回
復
し
て
き
て
お
り
、2
0
1
5

年
3
月
期
に
お
い
て
も
、こ
の
先
の
頑
張
り
に
よ
っ
て
は

高
収
益
が
期
待
で
き
そ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、15
春
闘
で
は
労
働
界
全

体
が「
底
上
げ
、底
支
え
」「
格
差
是
正
」「
経
済
の
好
循

環
」の
実
現
を
は
か
り
、持
続
的
経
済
成
長
へ
の
道
筋

と
し
て
改
善
分
の
統
一
要
求
方
針
を
固
め
ま
し
た
。私

た
ち
Ｃ
Ｎ
Ｄ
も
労
働
界
全
体
の
共
闘
に
く
わ
え
、こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
自
ら
の
要
求
根
拠
を
も
と
に
、

方
針
を
固
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
9
月
か
ら
第
14
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。第

14
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、Ｃ
Ｎ
Ｄ
は「
社
員
一
人
ひ
と

り
が
、販
売
会
社
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
続
け
る
た

め
に
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。そ
れ
は
、こ
の

先
販
売
会
社
が
持
続
的
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、

そ
こ
で
働
く
社
員
が
自
ら
の
企
業
に
愛
着
を
持
ち
、自

ら
の
仕
事
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
大
変
重
要
だ
と
考

え
た
か
ら
で
す
。現
在
、少
子
・
高
齢
化
の
加
速
に
伴
い
、

労
働
力
人
口
の
減
少
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。私
た
ち
販
売
業
界
も
例
外
で
は
な
く
、将
来

に
向
け
て
の
人
材
確
保
は
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。残
念
な
が
ら
私
た
ち
販
売
業
界
は
、学
生
が
就
職

を
検
討
す
る
業
種
の
上
位
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。数

年
前
よ
り
若
者
の
車
離
れ
が
進
行
し
、自
動
車
が
好
き

で
販
売
会
社
に
入
社
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
減
少
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
が
要
因
と

な
り
、入
社
し
た
も
の
の
3
年
ほ
ど
で
退
職
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
お
り
、退
職
の
理
由
も「
賃
金
が
低
い
」

「
休
日
な
の
に
休
め
な
い
」「
想
像
し
て
い
た
会
社
と
は

違
う
」と
い
っ
た
意
見
も
多
く
聞
か
れ
て
い
ま
す
。私
た

ち
は
も
っ
と
車
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
と

と
も
に
、職
場
水
準
を
向
上
さ
せ
、自
動
車
販
売
会
社

で
働
き
た
い
と
思
う
若
者
た
ち
を
増
や
し
て
い
く
活

動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。そ

の
た
め
に
は
、自
ら
が
働
く
企
業
に
誇
り
と
愛
着
を
持

ち
、自
ら
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、労
使
の
着
実
な
取
り
組
み
の
成
果
と
し

て
、私
た
ち
が
働
く
職
場
の
労
働
環
境
は
確
実
に
改
善

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。し
か
し
、ま
だ
ま
だ
改

善
す
る
余
地
は
あ
り
ま
す
。昨
年
の
秋
の
取
り
組
み
に

お
い
て「
職
場
の
総
点
検
」を
全
加
盟
組
合
で
実
施
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
労
働
組
合
と
し
て
気
が
つ
か

な
か
っ
た
こ
と
、気
づ
い
て
は
い
た
も
の
の
大
き
な
問
題

と
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、新
た
な
発
見
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。労
働
組
合
と
し
て
一つ
ひ

と
つ
着
実
に
課
題
解
決
を
し
て
い
く
こ
と
で
、よ
り
良

い
職
場
環
境
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
職
場
は
一
人
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。職

場
で
働
く
す
べ
て
の
人
に
役
割
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

職
場
で
働
く
す
べ
て
の
社
員
の
一
体
感
が
大
変
重
要
と

な
り
ま
す
。2
0
1
5
年
は
組
合
員
・
社
員
が
明
る
く
、

生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
環
境
の
構
築
と
、総
合
労

働
条
件
の
確
実
な
前
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。組
合
員
の
皆
さ
ま
も
、こ
れ
ま
で
以
上
に
自
ら
が

働
く
企
業
に
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、ぜ
ひ
労
働
組
合
に
様
々
な

意
見
を
あ
げ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、積
極
的
に
組
合

活
動
に
参
画
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ

の
活
動
が
必
ず
販
売
業
界
の
持
続
的
発
展
に
繋
が
る

と
確
信
し
ま
す
。

　家族のコミュニケーション。身内だからと軽く考えがちですが、コミュニケーション不足によるすれ違いが積み重
なると、子どもの成長や夫婦の仲はもちろん、仕事にも影響してきます。では現代の家族間のコミュニケーション
では、どんな問題があり、何が必要とされているのか？日本ハグ協会会長の高木さと子さんに聞いてみました。

できていますか？ 家族とのコミュニケーション

現在の家族が抱えるコミュニケーションの問題とは!?

　ストロークを満たしてあげるという行為は、家族間のコミュニケーションアップだけではなく、職場や友
人関係でのコミュニケーションにも有効になります。“笑顔”“励ます”“感謝の言葉を言う”などの簡単な
行為から実践して、相手のストロークを満たしてあげてください。きっと貴方にも返ってくるはずです。

　私が実施した講座や講演会において、一番多くいただく質問が「子
どもが自発的に動かない」「何度言ってもやってくれない」です。子ども
のやる気や行動は「こうなりたい」と内面からわき出す内発的動機付
けと、ほめる・叱る・賞罰などの外発的動機付けにより引き出されます。
　インターネットの普及により、誰もが簡単に情報を得られる時代になり、
子どもは様々な情報から自分で「こうしたい」を選択できるようになりま
した。またSNSの普及により、挨拶する・認める・相談するなど重要な関
わりの場をインターネット上で得られるようになりました。その結果、親

は子どもの夢や目標、本当の悩みを知ることができず、子どもの「こうな
りたい」に基づいて指導することができなくなり、親の価値観に基づいた
願いを訴え続けているため、ますます子どもとの距離が広がっています。
　子どもは近くの人に影響を受けながら育っていきます。まずは親の生
き方やあり方を見直すとともに、子どもの話をしっかりと聴き、しっかり
と認め、しっかりと叱りましょう。結果でなく、成長のプロセスできちんと
した関わりを増やせば、大切なときに親として子どもから求められる信
頼関係を築くことができます。

ストローク（こころの栄養）を届けよう
　ここでは上記の3つの要素のうち、関わりを増やして子どもの願いと
やる気を引き出す「ストローク」についてご紹介します。
　「認める」「ほめる」「叱る」、どれも大切な関わりです。ストローク（ここ
ろの栄養）には下図の通り４つの種類があります。日頃から無条件に肯
定をしていることが重要で、「どんなあなたでも愛してる」という前提の
上で、「今日の発表は良かった」とほめれば有能感が高まります。また叱
るときも「あなたは好きだけど遅刻したことはダメ！」と叱れば、「自分の
ために苦言を呈してくれた」と相手が受け取りやすくなります。「人を叱

らず、事を叱れ」と言われるように、いくら苛立っても、決してしてはいけ
ないのが、「何をやってもお前はダメなやつだ」という人格否定です。皆
さんの家庭ではどんなストロークが飛び交っていますか？
　家庭内で何気なく交わされている挨拶も、目を見てにっこりほほ笑ん
で、スキンシップを加えて「おかえりなさい」と言えばたくさんストローク
が入ります。言葉や表情、スキンシップなどこれらの質を上げるとともに、
量や肯定的なストロークを増やすことで家族の笑顔と元気を育てていき
ましょう。

良い家族をつくる3つの要素
　良い家族をつくるには、実は3つのコツがあります。以下のことを意識し、コミュニケーションを図ってみてください。

　良い家族には「目的と目標」があり、「挨拶やほほ
笑みとともに、スキンシップなどコミュニケーション
がやり取りされていること」「みんなが安心して生活
できるためのルールがきっちりしている」ことが重要
です。実は、理想の家族をつくるのも、理想の職場を
つくるのも、この「3つの要素」は同じなのです。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
を
迎
え
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
に
つ
い
て

2
0
1
5
年
に
寄
せ
て

C
N
D
中
央
執
行
委
員
長

鎌
仲  

一
樹

一人ひとりが目標を持ち、
「こんな私になる！」と願い
をもっていること

家庭内で関わり合いがあ
り、自分が認められている
と感じられること

ルール・決まりがきっちりし
ていて、安心できること

夢や目的・目標
があること

存在感が高い
こと

不安感が低い
こと

条件付きストローク
条件付きで、相手を肯定してあげる

● 自己に対する信頼感や有能感を高める
※偏ると、ほめられることに依存し、よい子を演じてしまうので注意が必要

肯定的
（ほめる・認める）

否定的
（叱る・否定する）

無条件ストローク

「成績が上がれば、あなたは良い子」
「君のプレゼンが良かった」例

無条件で相手を肯定してあげる

● 存在の肯定　● 安心感、自尊心が高まる
● 自己重要感が高まる

「そのままのあなたが素晴らしい」
「あなたがいるだけで幸せよ」例

条件付きで、相手を叱る

● 相手の成長を願い、“人”ではなく、起こってしまった“出来事”を叱る
● 日頃から肯定をもらっているからこそ、条件付き否定を受け取れる

「万引きした事は、ダメなこと」
「うそつきはいけません」「遅刻はダメ」例

無条件で、相手を否定する

● 存在否定・人格否定
● 長期にわたれば自尊心を失い、自己に対する信頼感や有能感を損なう

「何をしようが、あなたを認めない」
「やっぱりお前はダメなやつだ」例

労組・企業での講演をしています！高木さと子氏　株式会社ハグニケーションズ代表取締役・日本ハグ協会会長

岐阜県生まれ、2児の母。「人が人を活かす」ことをテーマに、「コミュニケーション能力向上」「社内
風土改革」を得意とした社員教育には定評あり。
今の日本には、子どもを抱きしめるような愛情が不足していると日本ハグ協会を設立。さらに今年
からマザー養成講座を実施、企業内マザーの育成も視野に入れ企業と家庭の両面から日本を
良くしていこうと活動中。※マザー＝人の可能性を信じ応援できる人間力とスキルを備えた人

講師紹介

自
動
車
産
業
の
環
境
と
15
春
闘
に
向
け
て

第
14
期
の
運
動
方
針
よ
り

「また会いたい！」と思われる営業魅力アップ法など、企業向けセミナーなども開催しています。│ URL │ http://hug.sc/

NG
行為！
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出
た
く
な
る

会
議
の
作
り
方

 ・ ・
出たくない会議になってしまう要因 ・ ・
出たくない会議になってしまう要因

まとめまとめ

 ・ ・
出たくなる会議にするための心得 ・ ・
出たくなる会議にするための心得

いつもの会議、こんな状態に

なっていませんか？
いつもの会議、こんな状態に

なっていませんか？

　いつの間にか本題の議論からずれてしまって

いたり、結論が曖昧になってしまう、個人が好き

勝手に発言をしてしまうことなどにより、「これは

一体何を議論する会議なんだ？」と、なってしまう

ことがありませんか？ しかしなぜ会議がこのような

状態になってしまうのでしょうか？ それは下のよう

なことが原因のようです。

忙しい業務の合間に行う会議。「決定

すべき事項は早く決め、段取り良く進

めたい」と誰しも思うもの。しかし、実際

はこんな状況になっていませんか？

　時間ばかりダラダラと過ぎてしまう会議や、迷走してしまう会
議ばかり行ってしまうと、会議に参加すること自体が嫌になっ
てしまい、渋々参加しても活発な意見交換ができなくなってし
まいます。
　今回の特集で紹介したような出たくなる会議の心得を実践
し、誰もが意見を言いやすい会議を作っていきましょう。

　会議ではどんな内容を議論するのか？話す順番、
会議のスケジュールなど、会議の全体の流れをあらか
じめまとめることを「アジェンダ」と言います。
　議事録は会議の後の備忘録として利用されますが、
アジェンダは会議の前の準備用記録として利用され
ます。
　この作成したアジェンダは、事前に会議メンバーに
メールしておくのもオススメです。参加者も事前に予習
がしやすくなり、会議での意見交換が活発になります。

●決めたいことを箇条書きにする
どんな会議でも会議の中で話したいこと、決めたい
ことがあるはずです。それら決めたい項目を箇条書き
にしてみましょう。また、その項目に担当者名を記載
すると、責任が明確になり話がスムーズになります。

●時間配分を箇条書きにする
次に、会議全体の時間を、各項目にかけられる時間
に配分します。配分した時間は、各項目の横に記載
するようにします。

強引に進めてしまう

発言力のある人が、強引に物事を進めてしま
う。会議ではなく、単なる方針の落とし込みの
場になっている。時にはそれも必要ですが、適
切なリードがされていないことが多い。

何も決まらない

そもそも会議というものを理解していないと、
この状態に陥ります。議論が深まり、意見の
対立や相違による衝突が生じるのが会議
の醍醐味なのですが、それを恐れている議
長だと、何も決まらず終わっていきます。

次の行動がハッキリしない

会議のしめくくりは、基本的に決定事項の
確認と、それらを具体化するためのアクショ
ンプランを立て、実行に移すことを確認して
終了するのが理想です。何をするのかハッ
キリしない、会議を開くための会議で終わっ
てしまうという状態は避けないといけません。

決定事項が多い

議題を持ちかけた人が、何から何までその場
で「満場一致」をしたいタイプだと、この傾向
が強いです。資料のファイルも多く、説明に力
を注ぐため、時間がかかりすぎます。会議で扱
うべき範囲は絞らないといけません。

目的がハッキリしていない

「○○戦略会議」など名称は付いているが、何
をしたいのかが曖昧な会議が実は多いようで
す。連絡なのか、報告なのか、意志決定をする
会議なのか、不明確な場合が多い。多くの人
が会議の名称に騙されて、その会議で何をし
たいのか、示されていなかったりしませんか？

（  　　　）では、これらの要因を回避し、

出たくなる会議をするにはどうしたら良いのか？

次のページで解説していきましょう！

どうやる？
アジェンダ

　いつ終わるのか分からなくなるような会議を防ぐた
めには、会議での「タイムマネジメント」が欠かせませ
ん。アジェンダで決めた時間配分を徹底し、時間通り
に進行しているか細かくチェックしましょう！
　時間通りに会議を進めるために、会議での採決方
法を事前に確認しておくのも効果的です。実は会議
での採決方法は右の4つしかありません。 会議の中で参加者に、今日は多数決で決めるのか、

責任者が決めるのかなど、会議内容をどう決めるか
事前確認しておくことも効果的です。

会議の
採決方法

参加者の多数決で決定する

責任者の直観で決める

評価項目（対応力・コストなど）で決める

議論で参加者全員の合意を得る

　話しやすい、話しにくい、空気が重い…など、会議の
空気を感じることはないですか？ この空気をコントロー
ルすることも大切です。

　会議で決まったことが実行されなかったら、これまで
のことがムダに終わってしまいます。会議の最後に決
まった内容、期日などをしっかりと確認して終えるように
しましょう。

笑顔で出席者の話を頷きながらしっかりと聞き、「い
いですね」「良い意見ですね」など、相手を褒めるよう
にしていきます。これだけで随分と話しやすい雰囲気
が出てきます。

話しやすい
空気を
作るには？

笑顔

相手の話を真剣に聞く

相手を褒める

その❷ タイムマネジメントをする

その❸ 会議の空気を作る

その❹ 内容の再確認

その❶ アジェンダを設定する

迷走する

内容が決まらない

やたらと長い

　や
み
く
も
に
時
間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
し
ま
う
、い
つ
の

間
に
か
議
題
が
ず
れ
て
し
ま
う
な
ど
、参
加
し
た
会
議
が
、

気
づ
く
と
ム
ダ
な
会
議
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
誰
し
も

経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今
回
の
特
集
で

は
そ
ん
な
ム
ダ
な
会
議
か
ら
、効
率
が
良
く
、皆
が
出
た

く
な
る
会
議
に
す
る
た
め
の
コ
ツ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

出たくなる会議にするためには、進行役がスムーズな進行

をすることと、深い議論をし、参加者の意見を引き出すことが

大切です。次の心得を参考に、会議の進行をしてみましょう。
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担
当
者
別

顧
客
別

ク
レ
ー
ム
の

種
類
別

　政策・制度への取り組みは、本部だけでは
なく、加盟組合でも積極的に行われています。
今回の政策・制度レポートでは、静岡トヨタ自
動車労働組合で実施された、政策・制度研修
会の様子をレポートしていきます。

政 策 ･ 制 度
R E P O R T

CND加盟組合の政策・制度への理解活動今回の
テーマ
今回の
テーマ

ト
ヨ
タ
流

問
題
解
決
の

す
す
め
!!

　問
題
点
を
明
確
に
し
た
段
階
で
は
、手
を
付
け
る
に
は
ま
だ
ま
だ

曖
昧
な
状
態
で
す
。今
回
は
問
題
を
分
析
し
、自
ら
取
り
組
め
る

具
体
的
な
状
態
に
す
る
た
め
の
手
法
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

仕事の成果が
グッと変わる！

現状を把握する

第3回

　
前
回
は
問
題
を
認
識
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し

し
ま
し
た
が
、問
題
の
多
く
は
、さ
ま
ざ
ま
な
小
さ

な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
生
じ
て
い
る
た
め
、

ま
だ
大
き
く
て
曖
昧
な
状
態
で
す
。そ
の
た
め
、

問
題
を
発
見
し
た
ら
、問
題
を
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン

（
分
解
）す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、具
体

的
に
解
決
す
べ
き「
攻
撃
対
象
」を
決
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、①
問
題
の
現
状
を

あ
き
ら
か
に
す
る 

②
バ
ラ
ツ
キ
を
見
つ
け
る
と
い

う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
問
題
の
現
状
を
あ
き
ら
か
に
し
ま
す
。問

題
を
正
確
に
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
す
る
に
は
、事
実
を

定
量
的
に
数
字
で
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、「
顧
客
ク
レ
ー
ム
の
発
生
が
関

東
エ
リ
ア
の
販
売
店
で
ワ
ー
ス
ト
1
位
」「
こ
の
ま

ま
で
は
顧
客
満
足
度
の
全
社
基
準
を
達
成
で
き
な

い
」「
さ
ら
に
悪
化
す
る
可
能
性
が
高
い
」と
い
う
3

つ
の
現
状
デ
ー
タ
を
根
拠
に
、「
顧
客
ク
レ
ー
ム
の
発

生
を
減
ら
す
」と
い
う
問
題
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
す
。

　
問
題
の
現
状
デ
ー
タ
を
把
握
し
た
ら
、次
に

デ
ー
タ
の「
バ
ラ
ツ
キ
」を
見
つ
け
ま
す
。そ
の
た

め
の
方
法
が
「
層
別
」
と
い
う
も
の
で
す
。「
層

別
」は
、デ
ー
タ
を
多
面
的
に
と
ら
え
る
の
が
目
的

で
す
。た
と
え
ば
、人
別
、年
齢
別
、場
所
別
、車
種

別
、販
売
店
系
列
別
な
ど
の
同
じ
共
通
点
を
も
つ

グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
ま
す
。こ
う
し
て
層
別
に
分

け
る
こ
と
で
、漠
然
と
し
て
い
た
デ
ー
タ
の
特
徴

が
は
っ
き
り
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、「
顧
客
ク
レ
ー
ム
の
発
生
が
関
東
エ

リ
ア
の
販
売
店
で
ワ
ー
ス
ト
1
位
」
と
い
う
デ
ー

タ
を
層
別
に
分
け
て
み
ま
し
ょ
う
。「
担
当
者
別
」

↓「
顧
客
別
」↓「
ク
レ
ー
ム
の
種
類
別
」の
順
番

で
層
別
し
、左
図
の
よ
う
に
展
開
し
て
顧
客
ク

レ
ー
ム
が
発
生
し
た
件
数
が
多
い
順
に
並
べ
て
み

た
と
こ
ろ
、次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
担
当
者
別
」で
は
、18
件
の
顧
客
ク
レ
ー
ム
の

う
ち
10
件
が「
A
さ
ん
」で
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、担
当
者
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な「
バ
ラ
ツ

キ
」が
あ
っ
た
も
の
の
、約
60
%
が
A
さ
ん
の
担
当

顧
客
か
ら
発
生
し
て
お
り
、他
の
担
当
者
と
比
べ
て

圧
倒
的
に
発
生
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ

れ
が「
バ
ラ
ツ
キ
を
見
つ
け
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　
次
に
、A
さ
ん
の
担
当
顧
客
で
発
生
し
た
顧
客

ク
レ
ー
ム
を「
顧
客
別
」に
層
別
す
る
と
、10
件
の

う
ち
6
件
が
顧
客
I
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。最
後
に
、顧
客
I
で
発
生
し
た
顧

客
ク
レ
ー
ム
を「
ク
レ
ー
ム
の
種
類
別
」に
層
別
し

た
と
こ
ろ
、4
件
が「
店
頭
で
の
待
ち
時
間
が
長

い
」が
原
因
で
、ク
レ
ー
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し

た
。つ
ま
り
、層
別
に
よ
っ
て
問
題
を
明
確
に
し
て

い
く
と
、「
店
頭
で
の
待
ち
時
間
が
長
い
」が
真
っ

先
に
解
決
す
べ
き
問
題
だ
と
判
明
す
る
の
で
す
。

　
取
り
組
む
問
題
を
決
め
る
と
き
は
、「
大
き
な

問
題
を
解
決
し
よ
う
」と
欲
張
り
す
ぎ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、「
販
売
計
画
の
精
度
を
上
げ

る
」と
い
う
テ
ー
マ
を
問
題
と
し
て
設
定
し
て
も
、

現
状
の
販
売
デ
ー
タ
を
き
ち
ん
と
と
っ
て
い
な
い

職
場
で
あ
れ
ば
、販
売
計
画
の
精
度
を
上
げ
る
と

い
う
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。ま
ず
は
、「
現
状
の

販
売
デ
ー
タ
を
数
値
化
し
て
把
握
し
て
い
な
い
」

こ
と
を
問
題
と
し
て
と
ら
え
、販
売
デ
ー
タ
の
把

握
か
ら
は
じ
め
る
べ
き
で
す
。

　
大
き
な
問
題
テ
ー
マ
を
、欲
張
っ
て
一
気
に
片
づ

け
よ
う
と
す
る
と
、や
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て
挫
折

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、A
・
B
・
C
・
D

と
い
う
４
つ
の
小
さ
い
問
題
に
分
け
ら
れ
る
な
ら
、

重
要
度
や
緊
急
度
を
勘
案
し
て
A
と
B
に
絞
っ
た

り
、A
だ
け
に
絞
る
こ
と
を
考
え
る
。あ
る
い
は
、

A
を
ク
リ
ア
し
て
か
ら
B
〜
D
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。い
ち
ば
ん
や
っ
て
は

な
ら
な
い
の
は
、い
ず
れ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、「
時
間
が
か
か
る
か
ら
や
ら
な
い
」と

言
っ
て
問
題
を
放
置
す
る
こ
と
で
す
。

　
小
さ
な
改
善
は
誰
で
も
で
き
る
の
で
、他
の
職

場
で
も
応
用
が
利
き
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、「
横
展
」で
き
る
よ
う
な

問
題
を
テ
ー
マ
に
す
る
の
が
理
想
で
す
。横
展
と
は
、

「
横
展
開
」の
略
で
、成
功
事
例
を
他
部
署
等
に
も

共
有
す
る
こ
と
で
す
。全
社
で
の
取
り
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
し
、会
社
全
体
の
力
を
底
上
げ
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。「
う
ち
の
職
場
・
現
場
で
も
同
じ
よ

う
な
問
題
で
困
っ
て
い
る
」と
い
う
よ
う
な
問
題
を

解
決
す
る
と
、そ
の
対
策
が
会
社
全
体
に
広
が
っ
て
、

多
く
の
部
署
で
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

2002年4月、トヨタ自動車とリクルートグループによって設立されたコンサルティング会社。トヨタ在籍40
年以上のベテラン技術者が「トレーナー」となり、トヨタ時代の豊富な現場経験を活かしたOJT（On the 
Job Training）により、現場のコア人材を育て、変化に強い現場づくり、儲かる会社づくりを支援する。

『トヨタの問題解決』 中経出版 1,300円（税抜価格）

次号では、「目標を設定する」を紹介します。ここま
でで問題を特定する手法まで紹介しましたので、次
号からはその問題の解決に向けて、責任を持って取
り組めるような「目標」の掲げ方を紹介していきます。

監修 （株）OJTソリューションズ

次 回 予 告

問
題
を
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
す
る

取
り
組
む
問
題
は

欲
張
っ
て
は
い
け
な
い

今回は静岡トヨタ自動車労組が実施した「政策・制度研修会の開催」
を取り上げ、そのレポートを紹介します。

組合員に政治への理解活動を行っていくうえで、まずは理解活
動を行う代議員自身が政治に興味を持つ必要があると考えま
す。そこで組織内議員である、なおしま議員、いそざき議員に協
力をお願いし、政策・制度研修会を実現しました。

研修会の
目的

研修会スケジュール

なおしま議員との懇談
なおしま議員の
事務所訪問

昼食

国会見学
いそざき議員と対面

なおしま議員・いそざき議員と記念撮影

研修会スケジュール

なおしま議員との懇談
なおしま議員の
事務所訪問

昼食

国会見学
いそざき議員と対面

なおしま議員・いそざき議員と記念撮影

問
題
を「
層
別
」し
、具
体
化
す
る

「
横
展
」で
き
る
も
の
が
い
い

問題
テーマ

Aさんが
約60%

解決すべき問題

顧客クレームの発生が
販売店でワースト1位

Aさん Bさん Cさん Dさん

100

50

0

累積比率
（%）件

10

5
総数＝18

顧客Iが
多い
（6件）

解決すべき問題

顧客I 顧客J 顧客K 顧客L

100

50

0

累積比率
（%）件

10

5
総数＝10

店頭での
待ち時間が
長い（4件）

解決すべき問題

待ち時間
が長い

接客
態度

故障

100
50
0

累積比率
（%）件

10

5
総数＝6

　組合員の皆さんに、政策・制度への取り組みを理解していただくに
は、こうした国会や議員を身近に感じられる活動も重要です。
　CNDでは各加盟組合の活動を支援するとともに、今後も皆さんが
安心・安定して働き、暮らせる環境の実現に向け、政策・制度への取り
組みを進めていきます。

なおしま議員との懇談

現在の自動車業界について、民主党が燃料電池自動車に大きな期
待を寄せていること、民主党と労働組合は考え方が似ているなど、
議員の視点でいろいろ話していただきました。

国会前で写真撮影の準備をしていると、いそざき議員が
やってきてくれました。日頃の支援の感謝と活動報告をし
ていただき、一緒に写真撮影をすることに！

議員の事務所を訪問！ 議員のデスクで記念撮影

静岡トヨタ自動車労組

久保田委員長

なおしま議員の事務所訪問

なおしま議員、いそざき議員と記念撮影

昼食は特製弁当をいただきました！

昼食 いそざき議員と対面

写真で振り返る

国会見学

※パレート図…数値が大きいほうから小さいほうへ降順にプロットされた棒グラフと、その数
値の累積構成比をあらわす折れ線グラフを組み合わせたグラフのこと。

　今回の研修では、参加した

代議員から、「普段はなかな

かお話しできない議員と対談

することで、政治や国会を身

近に感じることができた」「今

後組合で政治・政策活動を進

めるうえで、今までとは違っ

た想いで取り組めるように

なった」など、前向きな意見

を聞くことができました。
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ご家族のみなさんでご覧ください！

CND機関紙 ホロン

vol.145
2015年1月14日発行

出たくなる会議にするために、まずは事
前の準備記録である〇〇〇〇〇を
用意しましょう。

ＣＮＤでは、組合員のみなさんが〇〇・〇
〇して働き、暮らせる環境の実現に向け、
政策・制度の取り組みを進めていきます。

問題解決でいちばんやって
はいけないことは、「時間がか
かるから〇〇〇〇」ことです。

〇〇〇〇〇（こころの栄
養）を満たし、気持ちに余
裕を持ちましょう。

【必要事項】

2015年2月15日締切 HOLON 146号発表

❶ http://www.cnd.or.jpにアクセス
❷ トップページの「組合員専用ページ」をクリック
❸ ID／パスワードを入力
 cnd holon145
❹ 入力フォームに必要事項を入力し送信

ホームページからご応募ください。 検索CND トヨタ

【応募方法】 記事の感想やご意見を添えてご応募ください。

ＣＮＤでは加盟組合のみなさんの個人情報を厳重に取り扱い、適正な個人情報の管理を実施し、ご提供いただいた個人情報は以下の目的で利用します。また、その取り扱いに関する
契約を交わした業務委託先にその取り扱いを委託する場合があります。（詳細についてはＣＮＤのホームページ〈http://www.cnd.or.jp〉のプライバシーポリシーをご確認ください）
１．利用目的：HOLONへ読者の声として掲載・クイズ当選者への発送・お問合せ事項等に関するご連絡
２．利用後の処分について：上記の利用目的に使用した後は速やかに適切な方法で処分します。

個人情報の
取り扱いに

ついて

Click! ID パスワード

・クイズの答え
・氏名
・郵便番号
・住所
・電話番号

・組合名
・会社名
・拠点名
・よかった記事の
 ご感想やご意見

①職場　②9　③やるべき　④4S

おめでとうございます！

ホロンクイズ当選者のみなさん

今回は総数125件の応募をいただきました。

たくさんのご応募ありがとうございました!

札幌Ｐ／南陽介 札幌Ｆ／石田比佳里 福島Ｎ／工藤奈緒
千葉Ｔ／近藤健介 東京Ｎ／井野根雄一 トヨタフリートリース／菊嶋洋邦
東京Ｒ／小保方健 横浜Ｐ／角田朋和 石川Ｎ／北西ゆかり
福井Ｔ／河合弘介 愛知Ｔ／櫻井真由美 愛知Ｈ／山戸孝浩
京都Ｐ／小寺直紀 大阪Ｐ／藤田由紀 南海ＴＧ／山本拓也
中央大阪Ｎ／中内恵理奈 島根ＴＧ／舟木賢治 福岡Ｋ／長美和
鹿児島Ｔ／大江哲生 鹿児島Ｎ／筒井雅人

14秋の取り組み
・秋の取り組み内容がよくわかりました。私の会

社も将来的に年間所定休日が増えたらいいな
と思いました。（千葉県）

政策・制度ＲＥＰＯＲＴ
・自動車関係諸税には9種類もの税金が課せら
れていると知り、税金についてしっかり学習して
いかなければいけないと痛感しました。（新潟県）

・自動車関係諸税の多さを改めて考えさせられ
ました。生活ではもちろん、仕事でも欠かせな
い自動車の負担を、今後国会でも軽減してい

ただきたいと思います。（東京都）

トヨタ流 問題解決のすすめ！！
・つい「問題ありき」で、考えてしまうことが多い
が、視点をきめて問題を発見するように取り組
めば、ブレることなく問題を捉えることができそ
うだな、と感じました。（岩手県）

・当社は“ぐるみ”という全員ミーティングを定期
的に行い、店舗のあらゆる問題に関してみん
なで話し合う機会を設けています。問題を認識
してみんなで解決に向かって話し合う機会が
あるということはとてもいい事だと思います。

（福岡県）

「4Ｓ」を実行して働きやすい職場を目指そう！
・記事のチェックシートですぐに改善点の把握が
できました。職場の同僚と確認し合って改善でき、

有意義に活用させていただきました。（北海道）
・他の社員に伝える際に「チェックリスト」が参

考になるなと感じました。基本の心構えなどを
定期的に職場で共有でき、話し合いのきっか
けにもなると思います。（福島県）

ＷＬＢ CHALLENGE!
・夢中で40代を過ごし子育ても一段落、考えて
みると自分の老後や親の介護など、不安材料
が沢山…。まだ仕事を続けなければならないし、
改めて考える時間が必要ですね。（宮城県）

・育児と仕事を両立しやすい職場環境ですが、
短時間勤務は申し訳なく感じてしまい、精神的
にマイナスな面もあります。職場全体で「お互
い様」のような働き方になると、どんどん働きや
すくなると思います。（東京都）

※ホームページで解答される方は ①答え、②答えと入力してください。

今号のＨＯＬＯＮはいかがでしたか？ さて、下記のクイズに挑戦して
みましょう。記事のなかにヒントが隠されているかも…。

 （2,000円分）

正解者の中から抽選で20名に図書カードを進呈！

1 2

3 4

※ご自宅に送付します。

答 え

02  CND Action!

 鎌仲委員長　新年の挨拶
03 HOLONプラス
 できていますか？ 家族とのコミュニケーション
04  HOLON特集
 出たくなる会議の作り方

06  政策・制度REPORT

07 トヨタ流 問題解決のすすめ！！
08 組織内議員のご挨拶
 着ぼいす
 ＨＯＬＯＮクイズ

毎回みなさんから
いただいた声を
紹介します！

クイズ Vol.145 クイズ Vol.144

参議院議員 なおしま正行

参議院議員 いそざき哲史

　あけましておめでとうございます。師走の総選挙に、全国の地
協で、CNDのみなさまから暖かいエールを頂きました。ありがとう
ございました。民主主義の基本は投票ですが４８％（全国平均）
の方々が棄権されました。政治が未来を示せば注目して頂けると
信じ、政治の責任を果して参ります。若い人が格好いい車にのり
たい、家族が増えればワンボックスが欲しい、孫が生まれればエ
ントリーカーを買ってあげたい、カーライフサイクルは人生の節目
に連動します。私は、時間軸と対象を明確にします。短期の政策
より、超少子高齢化に対応する２０年先の社会を描き、主役はご
家庭や組合員のみなさまです。二つの軸を明確に、政治に責任
を、未来に安心を。本年もどうぞよろしくお願いします。

謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

衆
議
院
議
員

ふ
る
も
と
伸
一
郎


